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要旨 

本研究の目的は，大学生が自宅で園芸を行うことにより，植物との心理的距離が縮まり，精神的健康状態が向

上するかを明らかにすることである．県立広島大学保健福祉学部の学生 12 名を対象とし，自宅で 2 週間園芸を

行い，その前後で評価を実施した.その結果，園芸後の植物との心理的距離，精神的健康状態の得点は，園芸前よ

りも有意に高く，効果量は大きかった（p＜0.02，r＝0.47，0.52）.自由記述による園芸評価では，「花が咲いた

ことが一番達成感を感じた」等の感想が得られた.以上のことから，自宅での園芸は，大学生における植物との心

理的距離と精神的健康状態の向上に影響を与えることが示唆された． 
 

はじめに 

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響で，

癒しを求めて，自宅で植物を育てる人が増えた¹⁾．園

芸が精神・心理状態の改善に与える影響については多

くの研究で報告されている²⁾³⁾.一方で，コロナ禍に

おける大学生の精神的健康状態は悪くなっている⁴⁾． 

これまでの研究では，高齢者を対象に園芸を実施す

るものが主であり，大学生に焦点を当てたものは少な

い³⁾．また，園芸教室といった低頻度で長期間，園芸

を実施することが多く，自宅などの，より自然な環境

下で，園芸の効果を検討するものは数少ない⁵⁾．自宅

での園芸について検討することで，今後，園芸方法の

選択肢が増えることが期待される.さらに，植物との

心理的距離は園芸経験や幸福感と関係があるとされ

ているが⁶⁾，介入により，植物との心理的距離の変化

を見た研究はない． 

そこで本研究の目的は，大学生が自宅で園芸を行う

ことにより，植物との心理的距離が縮まり，精神的健

康状態が向上するかを明らかにすることである． 

 

研究方法 

1．研究デザイン 

 園芸の影響を検討するために，単群の介入前後比較

研究を行った． 

2．対象者 

 県立広島大学保健福祉学部の学生のうち，大学に来

ることができること，現在園芸をしていない学生とし

た．そのような条件にした理由は，対面で物品を渡す

必要があったため，また，今回園芸をしたことによる

効果を明確にするためである．SNS を通して研究の協

力を依頼した．その結果，12 名を対象とした．12 名

のうち全員が女性で，1年生が 4名，2年生が 2名，

3年生が 6名であった．また，9名は園芸経験があり，

3名は園芸経験がなかった．さらに，12名中 3名が園

芸終了時に実習期間であった． 

3．園芸の内容 

 園芸は，2 月上旬から 3 月下旬の期間（春季休業）

に 2週間行った．園芸開始時の準備は，筆者と対象者

が個別または集団で直接会って実施した．準備として，

筆者が用意した苗を，鉢に植え替えてもらった．今回

は，育ててもらう苗としてプリムラを選定した．選定

した理由としては，プリムラが寒さに強く，2週間で

花を咲かせやすい種類であるためである．その際，育

て方をまとめた冊子と肥料を渡し，取り組んだ結果が

分かるように写真やメモでの記録，家族や友人との共

有を推奨した．その後，鉢を自宅に持ち帰ってもらい，

2週間育ててもらった．不安なことや分からないこと

があった際には，筆者に連絡してもらい，助言した． 

4．データ収集 

 園芸開始時と終了時に，自記式質問紙を用いて植物

との心理的距離，精神的健康状態を測定した．開始時

は紙面を用いて対面で行い，終了時は Google Form を

用いてアンケートを行った．植物との心理的距離につ

いては，太田ら⁶⁾が開発した『植物との心理的関わり』
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（表 1）プログラム前後の測定値の変化 

 開始時 終了時 p 値 効果量 r 
（95％信頼区間） 

植物との心理的関わり尺度 12.0（7.25） 20.0（6.0） 0.01 0.52 
（0.17，0.75） 

WHO-5 精神的健康状態表 10.0（4.75） 15.0（2.5） 0.02 0.47 
（0.11，0.72） 

注１ 園芸開始時と終了時の比較は Wilcoxon 符号付き順位和検定を用いた 
注２ 開始時と終了時の値は中央値（四分位偏差）である 
注３ 効果量ｒは Wilcoxon 符号付き順位和検定で算出された検定統計量 z を用いて計算した 
 
尺度を用いた．この尺度は，身近に存在する植物に対

してどのように感じているかを尋ねるもの（12 項目）

と，実際に現在世話している植物とどのように関わっ

ているかを尋ねるもの（17項目）に分かれており，今

回は前者のみを使用した．選定した理由は，現在園芸

をしていない学生を対象としたためである．合計得点

は 36 点で，得点が高いほど植物との心理的関わりが

強いことを示す．精神的健康状態については，WHO-5 精

神的健康状態表⁷⁾を用いて評価した．合計得点は25点

で，点数が高いほど，精神的健康状態が良いことを示

す．園芸終了時には，今回の園芸の経験について独自

のアンケートに回答を求めた．アンケートでは，「園芸

に満足した」，「園芸が楽しかった」，「植物の成長が楽

しみだった」，「園芸が負担だった」という４項目を尋

ねた．各項目に対して「とてもそう思う」，「ややそう

思う」，「どちらともいえない」，「あまりそう思わない」，

「全くそう思わない」の 5件法で回答を得た． 

5．データ分析 

 植物との心理的距離と精神的健康状態の点数を介

入前後で比較した．また，園芸前後での植物との心理

的距離，精神的健康状態の変化を明らかにするために，

Wilcoxon 符号付き順位和検定を用いた．有意水準を

5％とした．また，それぞれの測定値に対する効果量ｒ

を Wilcoxon 符号付き順位和検定で算出された検定統

計量ｚを用いて計算した．効果量は 0.1 を効果小，0.3

を効果中，0.5 を効果大とした⁸⁾． 

6．倫理的配慮 

 園芸開始時に対象者に対して，研究の目的や方法

などを文書と口頭で説明し，同意を得た． 

 

結果 

1．植物との心理的距離，精神的健康状態の変化 

 植物との心理的距離については，9名は点数が向上

した（図 1）．また，植物との心理的関わり尺度の点

数が園芸開始時に比べて終了時に有意に向上した（p

＝0.01），（表１）植物との心理的関わり尺度におけ

る効果は大きかった（r＝0.52）. 

（図 1）植物との心理的距離合計点の変化 

 

（図 2）WHO-5 精神的健康状態合計点の変化 
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（図 3）園芸の経験評価の結果 

 

 

精神的健康状態については，10名は点数が向上し

た（図 2）．また，WHO-5精神的健康状態表の得点が

園芸開始時に比べて終了時に有意に向上した（p＝

0.02），（表１）．WHO-5精神的健康状態表における効

果は大きかった（r＝0.47）． 

 

2．園芸の経験 

 対象者全員から園芸の経験に対する評価を得た．

その結果，全員が「園芸に満足した」，「園芸が楽し

かった」，「植物の成長が楽しみだった」と言う項目

に肯定的な回答をした．また 91.7％が「園芸が負担

だった」と言う項目に対して否定的な回答をした

（図 3）． 

 また，自由記載として「花が咲いたことが一番達

成感を感じた」，「花が咲くまでを見守るのが楽しか

ったし，咲いたときは嬉しく感じた」，「毎日の日課

ができてよかった」等の感想が得られた. 

 

考察 

1．園芸の成果 

 本研究では，県立広島大学保健福祉学部に通う大学

生に，自宅でプリムラを栽培してもらった．その結果，

園芸後の植物との心理的距離，精神的健康状態の得点

は，園芸前よりも有意に高かった.植物との心理的距

離，精神的健康状態における効果量 r は 0.52 と 0.47

であり，大きな効果があった.本研究の結果より，園芸

が大学生における植物との心理的距離と精神的健康

の向上に影響を与えることが示唆された． 

 今回，成果が得られた要因について２つ考えられる．

1 つ目は，植物の成長に関わる中で，植物の変化が感

じられたことである．山根⁹⁾は，園芸療法の特性につ

いて，「たとえ 1本のナス，1輪の花であっても、自分

が植え育てたものを収穫するとき，自分が育てたとい

う実感や何かを成し遂げたという喜びとともに豊か

な気持ちにみたされる.」と示している.今回の園芸で

は，育てる植物を 2 週間で花が開く種類に限定した．

園芸終了時には，自由記載として「花が大きく開いた

のがとても嬉しかった」「自分が水をやることで花が

咲き始めて嬉しく感じた」等の感想を得た．2週間に，

開花という目に見える成果を達成できたことで，植物

の成長や変化を感じやすかったのではないかと考え

る． 

2 つ目は，毎日植物に関わったことである．園芸療

法とは，植物の成長に関わることが最大の特徴で，毎

日短時間でも行うことが理想的だとされている 10⁾．今

回の園芸では，自宅での実施により，対象者に過度な

負担を与えず，より自然な環境下で毎日植物と関わる

ことができた．植物の成長に毎日関わることができる

園芸の実施によって，植物との心理的距離と精神的健

康状態に影響を与えたのではないかと考える． 

 

2．本研究の利点 

 先行研究と本研究を比較し，本研究の利点を挙げる． 

 1 つ目は，実施期間である．一般的に，高齢者を対

象とした研究では週 1～3回の頻度で３か月間，園芸

を実施するものが多い 11⁾12）．これに比較し，本研究

では，2週間という短期間で成果を得た．これには，

短期間であっても毎日，自宅という自然な環境下で

園芸を行ったことが影響していると考える． 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

園芸が負担だった

植物の成長が楽しみだった

園芸が楽しかった

園芸に満足した

とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない
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 2つ目は，精神的健康状態への効果である．園芸の

心理的効果を示す評価として，気分プロフィール検

査（以下，POMS）が使われることが多い．大学生を

対象とした園芸の心理的効果を検証している先行研

究³⁾でも，気分や感情を主観的に測定するために

POMS が使われている．しかし，POMS では，一時的な

状態の測定しかできない．本研究では，WHO-5精神的

健康状態表を用いることで，継続的な園芸の精神的

効果について検証することができた．これにより，

園芸を行うことが，精神的健康状態の向上に影響を

与えるという成果を得られた．この効果には，園芸

を継続的に行ったこと，園芸実施期間に植物の成長

に触れ，花の世話をするという習慣が増えたことが

影響したと考えられる． 

 3つ目は，精神的健康状態の効果の大きさである.

本研究の精神的健康状態における効果量 rは 0.47で

大きな効果であった．大学生の精神的健康状態につ

いて，大きな効果量を示しているプログラムには，

認知行動療法 13）がある．使用している評価尺度が異

なるため，直接比較はできないが，広義での精神的

健康状態であれば，今回の園芸と，週 1回の頻度で

全 4回行われた認知行動療法は同等の効果を示すと

いえる．得られた効果は同等だったが，認知行動療

法と比較し，本研究は，実施しやすさという利点が

ある．認知行動療法は，医師やカウンセラーととも

に，長期間，複数人で集まって行う必要がある．今

回の園芸では，植物を選定する段階で知識は必要と

されるが，育てる段階においては，自宅で，一人で

行うことができる． 

 

今後の課題と展開 

本研究の対象者は，県立広島大学保健福祉学部に属

する大学生であった．対象者は，本研究に参加したこ

とから，植物への関心が高い者が集まったと考えられ

る．また，対照群を設けていないため，植物との心理

的距離や精神的健康状態の変化には様々な要因が考

えられ，園芸の効果を断定することはできない．さら

に，本研究はサンプル数が少数であったため，本研究

で得られた成果が，より多くのサンプル数で実験した

場合にも同様の成果を得られるかについては，検証が

必要である。今後は，対照群を設けて研究を行う必要

がある． 
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